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美川 圭「貴族はいかにして生き残ったか―俊成・定家と冷泉家―」
石田 俊「萩藩毛利家における公武婚」

〈第 4回研究会〉
2021年 3月 6日（オンライン開催）
寺内 浩「10世紀国家軍制の再検討」
木下 聡「室町幕府と公家間の人的関係について」
田中 誠「鎌倉末～南北朝期の幕府評定衆・奉行人と戦乱」
堀井 佳代子「貴族の狩猟再考」

（文責：研究協力課）

◆基礎領域研究

英文日本歴史研究書講読（継続）
代表者　牛村 圭
概　要　達意の英語で書かれた日本史研究書を素材に、英文を正しく
読み、自然な日本語にする手法の修得を目指す。
中世文学講読（継続）
代表者　荒木 浩
概　要　日本中世文学の文献を、影印を参照し、英訳などとも対比し
ながら精読するとともに、最新の研究動向などについての発表や情
報交換の場としても活用する。
韓国語の運用（基礎・応用）（継続）
代表者　松田 利彦
概　要　業務や研究で韓国語を必要とする職員・大学院生等を対象に
韓国語の会話・作文・読解の習得を目指した授業を行う。基本的に
昨年度からの受講生を対象としているが、ある程度学習歴のある方
の新規受講も歓迎する（要相談）。
古記録学基礎研究（継続）
代表者　倉本 一宏
概　要　日本前近代の根幹的史料である古記録の解読を、原本や写本
の見方・扱い方も含めて考えていく。当面、源経頼の『左経記』を
読む。
フランス語基礎運用（初級）（継続）
代表者　稲賀 繁美
概　要　初心者を対象として、初歩の運用能力を実践的に身に付け
る。教科書としては市販の教材の準備を参加者各自にお願いする。
他の教材は現場で提供する。
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フランス語読解補助・論文作成指南（中級）（継続）
代表者　稲賀 繁美
概　要　中級以上の実務能力開発、論文作成の手ほどきをする。教材
については、受講生との相談のうえで決定する。
文学・文化史理論入門（継続）
代表者　坪井 秀人
概　要　文学および文化史に関する基礎的な理論を学びながらテクス
トの読解・分析の実践的方法を修得する。
近現代史史料文献研究（継続）
代表者　瀧井 一博
概　要　日本近現代史の基礎史料と古典的および先端的な文献を講読
し、社会科学的な歴史研究の方法と実践を討究する。
中国古典学の基礎（継続）
代表者　伊東 貴之
概　要　経書を中心とするオーソドックスな中国古典語の文献を中国
音と訓読とを併用して読解する技法を涵養する。併せて中国古典学
や儒教入門のための道案内とする。
宗教学基礎論（継続）
代表者　磯前 順一
概　要　聖俗論、世俗主義論、宗教概念論、禁忌論など、宗教学の基
本的な主題を、近代政治史の文脈にのせて議論を行なう。丹念なテ
クスト講読が中心。
心身技法の実践的・理論的探究（継続）
代表者　稲賀 繁美
概　要　合気道ほかの心身技法を実際に体験しつつ、心身の鍛錬、呼
吸法の体得、精神情緒管理の実践に努める一方、そうした心身技法
の理論的考察・記述の可能性を模索する。




